
序第 I章

この報告は， 奈良市佐紀町に所在する特別史跡 「平城宮跡」の，西面中門から同北門推定地

にいたる西面大垣内側の馬寮跡に比定されている地域における， 1968年度の第47次調査から，

9回分の調査結果をまとめたものである O1980年度の第127次調査にいたる 8次，

次章以下においては， 調査の成果を遺跡 ・造物に分けて報告すると共に，当地域が奈良時代ネ

さらに奈良末から平安時代初頭にかけて主馬寮となった官街の遺跡で、ある ことを明らの馬寮，

かにしてゆくが，左右の馬寮が共にこの地域に存在したのか，当地域の南方に左右どちらかの

馬寮が広がっていたのではないかという点については，不確定要素が多いため今後の課題とし

て残さ ざるを得なかった。本書の副題として 「馬寮地域の調査」 と掲げたが，将来あるいは

「左(右)馬寮地域の調査」と改める必要が生ずるかも しれなL、。

馬寮地域の調査と整備1. 

平城宮跡の発掘調査が継続的に開始されたのは1959年 7月のことである O 当初は，地元佐紀

町の協力者の私宅を借用し調査の基地としていたが，制査の進展にともない，現地に発掘調査

このの拠点が必要となった。当時の国有地東北|偶を選定して発掘調査事務所の建設を計画し，

養地区の発掘調査を行なった (1959年，第3次調査)。遺構の保存に影響を及ぼさないよう配慮し

たうえ，翌年9月奈良女子大学附属幼稚園の建物を移築して，木造平屋建の平城宮跡発掘調査

事務所を建設した。

この地区その後，人員の増加，発見逃物の急激な増加，調査研究の場の確保等の必要から ，

に造物収蔵庫 ・整理室 ・整図室などのプレハブ建物が逐|時増築されたが，調査研究の環境およ

また特別史跡の対側保全にも決して好ましい状態び造物の保管にとっては甚だ不十分であり ，ユド

ではなかった。1962年に宮域西南|判の開発が計画されたが，発掘調査の進展にともなって遺跡

の良好な遺存状況とその重要性が認められ，幅広 く保存運動が行なわれた。その結果は国会で

取り上げられることとなり ，国費による全域買上げの方針が決定され，1963年度から奈良県教

育委員会が事務委任を受けて公有化に着手，あわせて同年に保存整備事業も開始された。未指

* 定であった宮の西部も追加指定され，発掘調査体制も拡充されて1963年に平城宮跡発掘調査部

が発足した。

このよ うな状況のもとに発制訓査は進められたが，将米永く継続的に制査を行なってゆくた

めには，円滑な推進，出土辿物の整理保存の万全をはかり ， I)~巣地区に逐次増築された多数の

仮設建物を撤去しその後を整備するために，別の地域に発射調査の拠点を求める必要があった O

これに関連して平城宮跡の整備の促日本万国博覧会が1970年に開催される ことが決まると，* 
とくに発掘調査の成果を公開する施設の設置が要望された。この頃，平城宮跡、においては進

このあたりの遺構は

この一部に平

* 
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1965年度に第25次調査として西面中門(佐伯門)の調査が行なわれたが，

宮内の他の地区と比べるとかなり密度が薄いことが明らかとなった。そのため，



城宮跡発掘調査部の研究室 ・資料展示部門 -iil物以政庫を建設する計四が持ち上った。本書に

おいて報告する 8次にわたる発掘調査の大部分はこの事前調査を兼ねて行なったものである o

これらの調査によ って，西面中門から 同北門推定地に至る宮西辺地区は馬寮であったと推定

される ととも に，研究 ・展示 ・収蔵施設を設けるにはこの地区が適当と判断された。宮内の展

示施設としては，1966年度から1971年度にかけて， 文化庁文化財保護部記念物課によって内裏 *

東方官街地区に遺構覆屋が建設されたが，西方地区では，1968年度に第 1・第2収蔵庫，1969 

年度に研究および展示棟が建設され，1970年4月に落成式を行なった。平城宮跡発掘調査部は

ここ に移り，内裏地区の仮設建物を撤去し， 跡地を整備した。1971年度には，研究 ・展示棟と

収蔵庫とを結ぶ渡廊下が建設された。

発掘調査が進むと， 第 1・第2収蔵庫で・は手狭で出土造物の収容保管が及ばな くな り，またド

木簡 ・木製品 ・金属製品 ・土器 ・瓦類などの造物を整理する場所の確保，木簡 ・木製品の PEG

含浸あるいは真空凍結乾燥法による保存処置およびその他の科学的研究，発掘調査 ・整備に必

要な車輔の収容などのため，1974年度に既存の資料館 ・収蔵庫の北側に第 3収蔵庫，1977年度

に第 4収蔵庫を建設した。1978・79年度に，県道奈良谷回線(通称一条通り)に沿う佐紀町字人

りの宮276-5および279-4番地の土地952nfが買上げられ家屋が撤去されたため，1980年に第127 * 

次調査を行ない，同年度に第4収蔵庫と県道との間を見学者の便益施設 として，駐車場 ・便

所 ・集会広場を整備した。なお，宮跡西側の研究所新庁舎改修工事完了にともない，平城宮跡

発掘調査部の研究室は新庁舎に移転，旧研究室部分を見学者説明等に利用する講堂に改修した

(資料館 ・収蔵時等の}j!設にl却しては巻末の「ネ111論」を参照されたい)。

2. 近年における発掘調査の進展

平城宮WJiの発掘調査は，1984年夏の第 157次制査までに，約29.5ヘクタ ール行なったが，こ

れは特別史跡指定iIDf:a133.1 ヘクタ ールの約22.2必，公布化面M107.4ヘクタ ールの約27.5$ぢに

あたる。この間の成果は 『年報』などで逐次報告する一方，発掘削査に快jして 7flH，木簡に|共l

して 3.Aij，出土墨書土器に|却して 1fI札出土古瓦に民|して 91ffi，盤備に|却して 1間の当研究所

-x-

学報」・『史料』あるいは 『基準資料』として公刊してきた。近年の発掘調査の状況は，さき *

に 『平城宮報告刃』に述べているが，その後の進展のあらま しを以下に略記するO

1981年度に水上池尻にあたる民家密集地の東隣り で行なった第129次調査の南に続 く地区で，

1982年度に第139次調査を行なった。1928(昭和 3)年と1932(昭和 7)年に岸熊吉氏によっ て

一部調査された東大r，'，J.SD2700を約80mにわたって発似し，大山の北方に1Ii}渠があり ，そのiiij

方で東へ分岐する東西方向の大t， 'Ii:があることが判明した。 ま た ， 内~北方官袷]の東北間を碓訟 *

すると共に，東大浦の東方にも官街の建物が密集していることを女uり待TJ;
南辺部では，南面大垣復原整備の事前調査として，1981年度の朱雀門東方の第 130次調査に

1 )奈良国立文化財制究所 r'p.tJt宮発抗i調査報色

沼J第 1次大極殿地域の調査(学報第401m) 
1981 p. 1 ~ 3。以下報告占にi却しては ト|乙城

官報告氾』の如く略記する。

2 

2 ) 伴t(~古「平以官il;附及造物の調査報告J (奈

良県史民名勝天然記念物調査報告12)1934。
3) r奈良国立文化財研究所年報 1983~ p. 1 9~20 o 

以下年報に関しては 『年報1983j年と略記する。



続き ，1982年度には朱雀門西方で第 143次調査を行ない，朱雀大路の側併が二条大路南側溝ま

で延びていることが判明した。1984年度には，1965年度の第32次調査に続 く東端部で第 155次

調査を行ない，南面大垣，二条大路両側溝，東南隅で大垣を横断する大前，壬生門心から約

187.5m東方で、大垣築造以前の南北問などを検出した。

* 朱雀門北方に展開する推定第 1次朝堂院地域は近年作に調芥.の責点を|円いてきたところであ

る(朝1~院の北に続く第 1 次大極殿地域の調究結果はさきに 『平成官報告刃』 として公刊した) 。 推定~~

1次朝堂院地域においては，1976年度の第97次調査以降ほぼ毎年のように調在を進め，1981年

度の東南隅における第136次調在，1982年度の東第二堂南端部を含む第140次調査まで 6次に

わたる調査によってその東半部の調査をほぼ完了 しているO この結果，推定第 1次朝堂院地域

* にはまず東部に南北の幹線水路 SD3765が抗られるが，まもなくこれを;埋め立てて東方に移 し

(SD3715) ，東西幅120m(400天平尺)の位百ーに木塀 SA8410が計画きれて椀立柱柵形が掘られる

が，柱を立てずに埋めもどし，東西 l隔約214m (720尺)，南北長約284m(960尺)を木塀で囲

む。木塀は後に築垣に造り称えられ，郭内には 2~来の長大な基壇建物が南北に並んで建てられ

た。東第一堂 SB8400は桁行10問， 4.4m (15尺)等間，第二堂 SB8550は桁行21問，4.4m (15 

* 尺)等間，梁行はし、ずれも 4間， 3.2m (11尺)等間で，両建物とも特殊な基礎j也業を行なって

いる D また，第二堂の南に仮設的な建物が並び，その西に北に向って 3条の杭列があ り，これ

は競馬 ・騎射な どの行事に用いられた施設と推定された。

推定第 1次朝堂院の南に朝集殿に当る建物とそれを囲む施設が存在したかど うかも ，この地

域の性格を検討するうえで、重要な課題で、ある O そのため1982年度の第 146次調査 ・1983年度の

* 第150次調査 ・1984年度の第157次調査を行なった。朝集殿自体はまだ確認されておらず，推定

第 1次朝堂院の前には朝集殿に当る建物はなかった可能性が高くなっているが，朝堂院東面築

垣の延長上に凝灰岩切石の陥渠があり ，築垣も一部検出されて， 朝堂院前方には築垣によって

囲まれた空間が存在していたことは確かとなった。第 157次調査は朱雀門内東方で行ない，掘

立柱j尻が束へ延びて大垣との問が宮内道路となることが判明したが，推定~~ 1次初堂院東而築

* 垣の延長部がこの地区.で、は現水路と:4更複するため，初堂院前而区画の東南隅の状況は確認され

ていない。なお，朝堂院南部および朝集殿推定地の第 140・146・150次調杏ーでは 4世紀末か

ら6世紀初頭にわたる竪穴住居群，堰状施設をともなう 川， 出，土績な どが発見されて，この

あたりの古墳時代の様相も明らかになってきた。

第2次大施殿朝堂院地域は，かつて1924(大花13)年に捻備に伴う調査によって大梅殿回廊

* 基檀と雨務前の一部を発見し，1955 (fln;f;n30)年には回廊東南隅の調芥を行なってこ れを平城

宮の第 1次調杏.にあてているO その後も ，大概殿 ・向後殿および北而回廊東半 ・大概殿東楼 ・

東朝集殿の発掘調査を行なっているが，大部分は未調芥.である。大概殿および後殿の調査 (W

113次・132次)の際にj府立柱の下層遺構が発見され，第 1次大柿.殿=朝堂院地域と併せて平城宮

1) ~年報1983J p.32。

2) ~年報1982J p. 36~37， ~年報1983， ij p. 21~22 o 

3) ~年報 1982J p. 36~37， f年報1983Jp.24， 

『年報1984Jp.21。

4)上田三平 『史蹟名勝調主主報告J(史蹟調究報

合 2)1935。

5) f平城宮跡第 1次発掘調葦報告J(奈良国立文

化財研究所学報第10冊)1961。

6) ~年報1979J p. 1~4， f年報1982Jp. 6~8， 

『年報1969Jp.38~44 ， r年報1972Jp. 31~35。
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中心部の複雑な状況は早急に解明すべき重要な問題である。このため， 1983年度から ，第2次

大極殿!完=朝堂院の調査を重点的に進めることとした。1983年度には大極殿院閤門，阿南面お

よび東面回廊を中心に第152・153次両調査を行ない，この一郭の規模を明らかにすると共に大

概殿前方に複雑に重複する掘立柱遺構を検出している O これらの椀立柱遺構は，烏形 ・日月の

i憧，四和11の幡を立てた宝l憧の跡や舞台状あるいは廊状遺構などで，大級殿で、行なわれた儀式に*

関連する重要な発見であった。侃立柱の下層建物も正殿の前に南門，北に後殿を備え，t周立柱

塀で囲んだ状況が明らかとなり:今後の第 2次朝堂院地域の調賓の進展に期すところがますま

す大きくなっている O

内装 ・第2次大級殿東方の官街地域は，1964年度から1970年度にかけて 9次の調衣を行な

¥"，一部では遺構覆屋の建設，建物の復原が行なわれているが，この地域の状況を総休的に明*

らかにするために1983年度に第 154次調査を行ない，大将殿東外郭東門および噂積基壇建物を

持つ特異な官街に接する広場的空間の存在を確認した。また 2木の大部から木簡や木とんぼ，

銅製人形など多数の遺物を発見した。

平城京に関する調査はそのほとんどが開発計画に伴う事前調脊ーであるが，近年の大規模なも

のとしては1983年度の大和郡山市九条町の右京八条一坊十一坪における第 149次調査がある o * 

坪内の遺跡の状況は良くなかったが，西一坊坊間路がー坊大路なみの'1頃員をもち，特に西但IJti'，'j:

は約10mの怖があって東堀河に匹敵することが明らかとなった。

その他，中小規模の発掘調査は数多く ，重要な成果があがったものも少なくない。1981年度

における右京二条二坊十六坪の第137次調査，左京三条四坊三坪の第138次調査では，坪内の地

害IJりや掘立柱建物群の配置 ・変遷の状況を確認した。1982年度に行なった太安麻呂の居住地で、*

あった左京四条四坊九坪の第 141-9次調査においては，九坪の一部分の調査で、はあったが，四

坊坊間路の!幅員を確認 3期にわたる遺構の変遷が明らかとなり ，また羊を形どった珍しい形

象硯や巻銭の状態の 100枚近い和同銭などの重要な遺物の発見があった。藤原仲麻呂の田村第

推定地に含まれる左京四条二坊十五坪の第 145次調査では，3 t切にわたる遺構のうち第 2J切は

礎石建ちの正殿と脇殿で構成され，この時期には少なくとも西側の十坪を含めて 2坪以上の敷*

地を形成していたことが判明し，同じ九坪内における 1984年度の第 156-8次調査においても 5

j明の遺構を確認した。

北辺坊における調査では，称徳天皇御山荘跡と伝承する中島を持つ苑池西の， 1937年開基勝

宝金銭出土地に隣接する右京一条北辺四坊八坪で， 1983年度に第156-26次調行を行ない，大型!

の掘立柱建物を含む計画的配Rの建物群が確認された。111荘跡の可能性が強まると ともに，北*

辺坊の状況の一端が明らかとなった。また，9-1止紀前半の灰紬骨J武器が発見され，平安時代に

はこの地が葬地となったことも知られた。

1) f年報1984jp.22~25 

2) f年報1984jp.26。

3)奈良国立文化財研究所 『平城京右京八条一坊

十一坪発掘調査報告書.119840 

4) ~年報1982.1 p. 38~40，奈良国立文化財研究

所 『平城京右京二条二坊十六坪発掘調査概報』
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5)奈良国立文化財研究所 『平城京左京四条四坊

九坪発掘調査報告j1983。

6) ~年報1983.1 p.260 

7)奈良国立文化財研究所 『平城京右京一条北辺

四坊六坪発掘調査報告j19840 



このほか，左京二条二坊十三坪の第141-5次 (1982年度)および第151-11次 (1983年度)， 同二

条二坊三坪の第151-32次 (1983年度)，同四条二坊ー坪の第151-1次 (1983年度)， 同四条二坊三坪

の第141-31次 (1982年度)， 同九条三坊三坪の第148次 (1982年度)，右京二条二坊十六坪の第151-

22次(1983千「度)， 同二条三坊十二坪の第156-10次 (1984年度)，同三条三坊十五坪の第141-26次

* (1982年度)などで坪内の顕著な遺稿を確認した。条坊関係の調査成果で‘は，左京九条三坊条問

路と東1万!河の交点(第141-23次調査)で， 豊富な造物とと もに橋の材料と焼損した建築部材が発

見されている。京東南隅に近い五徳池の西における第141-37次および第151-30次調査では九条

大路側前を，羅城門西方では1980年度の第 125次，1981年度の同補足調査につづき， 1983年度

の第125-4次調査においても九条大路北側前を検出 した。また，左京三条二坊二坪の第141-25

* 次調査では朱雀大路東イ'WJ ~ì'iT と 築垣跡を確認している D

当研究所による調査のほか，奈良市教育委員会の京内の発掘調査でも，1979年度の左京五条

二坊十四坪，1981年度の左京五条五坊七坪 ・十坪，1982年度の左京二条二坊十二坪，1983年度

の同三条五坊四坪，1984年度の同五条一 ・八坪，1981-----83年度の東市北辺部をはじめ，各所で

貴重な成果が挙げられているが，平城京の調査については今後に残された課題が多い。

* 京内寺院の調査では，西大寺東塔，薬師寺南大門 ・問中門・ 同苑院推定地などの調査があ

り，とく に1982年度の薬師寺中門は再建計画に伴う全而調査であった。

3. 保存整備の進展状況

平城宮跡の整備は，1963年度に奈良県教育委員会によって始められ，1970年度から当研究所

が引き継いでいるO 近年の事業では南面大垣の復原が第ーにあげられる o 1982年度には朱雀門

* を挟む南面中央部で各々長さ約50mを再現した。いずれも第130次および第143次調査で事前調

査を行ない，発掘調査の成果と関係資料により，下|隔2.7m，総高5.6mに復原した。地下遺構

の保存や管理上な どの理由から ，基礎は浅い鉄筋コンクリ ー トベタ基礎とし，壁体は木来版築

の技法によったものであるが，骨組を鉄骨造，表而は土質の実感を生かすために土塗壁，中塗

仕上げとし， 桁 ・梁 ・軒 ・屋根は伝統的技法により ，木部は朱土塗とした。1983年度には同 じ

* 工法によって南面西端部を復原 した。その他の南面大垣部分は，凝灰岩切石で大垣と同じ幅の

{氏い壇を作って植栽を行ない，前商には二条大路側精を復原し， 二条大路路面および宮の塙地

には適宜植栽して宮南辺部の整備を進め，1982・83年度に西半の大部分を完了した。南面大国

の一部復原によってその中央に建っていた朱雀門やその前而の朱雀大路の復原整備を促進し，

南辺部の古都景観が直接1'1']に理解で、きるようになるものと期待される。

* 
1982年度には第 2次大級殿後殿および北而同廊束半部の基庖を復原し， また第 139次調査を

1 )奈良国立文化財研究所 『平域京左京二条二坊

十三坪の発掘調査~ 19840 奈良県教育委員会

『平城京左京四条二坊ー坪発掘調究報告J19840 

奈良国立文化財研究所 『平城京左京三条二坊三

坪発掘調査報告J1984。

2)奈良国立文化財研究所 『平城京東堀河左京

九条三坊の発掘調査J1983。

3)奈良市教育委員会 『市道九条線関係遺跡発掘

調芥概報 (1)・(IIU 1983・84。

4)奈良国立文化財研究所 『平成京朱雀大路発椀

調脊報告1982Jl1983。

5)奈良市教育委員会 『奈良市埋蔵文化財調査報

告書昭和54年度~58年度J 1980~84。

6) ~年報1983J p. lO~ll 。
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行なった北方官街地区で，東大病を含め遺構配置表示を行ない，その地区の構成を理解できる

ようにした。1984年度には第152・153次調査の成果により ，第2次大極殿院閤門および南面回

また内裏東方官街地区の一部において版築の技法に廊東半部 ・東面回廊の基壇復原を行ない，

よる築垣の一部復原を計画している。その他，未発掘地では将来の発掘調主主を期 して水系繋

{nii ，土中の遺押j:・造物の保存と修景を兼ねて草閤整備などを進めている O

報告書の作製4. 

発概調脊にたずさわった関係者は概めて多く，すでに当研究所を去り 他機関において活躍さ

れている者もかなりの数にのぼる O ここでは先に発掘責任者 (所長・部長)と発掘調査担当者名

* 

発抑制査担当者

1":) 島忠平

石 松 好 1 i Ji:

佐原 n 
森 郁 夫

H汀 m :i'? 

伊東太作

間 中哲雄

村上初・

中村雅 治

岩本 正二

小林謙一

上原 n人

足

士
口

部長
31: 7;1]" 

木 嘉

野
|召

j平

/>l>. 
E可I

を掲げ，その他の関係者については一括して列記する O

同IJ

コー1.-1 -，・

正

三
足

所

林

下降

山

川修

31ニ 7ij

長

h

、、花

内

坪

発銅午皮

(1968イn
(1968年)

(1 968~下ー)

(1968イ|つ

(1969イド)

(1969千!っ

(1970年)

(1970年)

(1974年)

(1974年)

(1977年)

(1980年〉

次数

第 47 次

郊 50 次

第 51 次

~n 52 {Jく

第 59(7¥ 北

第 59次市

第 63 次

第 71 次

第 88-1次

第 88-13次

第103-14次

第 127 次

* 

久

男

安達厚三阿部義平天国起雄 石井則孝井 上 和人稲田孝司牛川喜幸 小笠原好彦 甲斐忠

彦 加藤允彦 加藤優狩野久河原純之鬼頭清明 木下正史 栗原和彦 黒崎直 佐藤興治

沢 村 仁 菅 原正明 巽淳一郎田辺征夫東野治之西 弘 海 西谷正 西村康八賀晋 藤井功

藤原武二藤村泉細見啓三松下正司宮沢智士宮本長二郎 三輪嘉六木村豪章 山岸常人

山沢義貴 山中敏史 山本忠尚 吉田恵二横田拓実 横田義章 (あい うえおJI国)

英岡

報告書の作製は1981年度から開始し， 遺構関係の整理については遺構調査室 ・計測修景調究

室があたり，遺物については考古第一 ・第二 ・第三調査室および史学|調衣室が分担した。1982

年度以降，執筆分担者を中心とした検討会を随時行ない，巡1:，時の配斤.・時期変遷等を中心に討

議を重ね，全体の構想をとりまとめていった。この間，研究員の移動があり， 執筆分担者の変

3年間余を費してよ うやく出版のはこびとな った。執筆分担更を余儀な くされたこと もあり ，

1・2・3 岡間英男 4

1・2・3 IL!木忠尚

日傾要一， 2-A~E 

2-H 山本忠尚

1 m-m削{(JJ2即|県立朝倉氏判 2 
¥ 跡資料館学芸員 / 

1・5 IL!木忠li'U， 2 佐藤信 3 巽作一郎，

内田昭人

山木忠li'U

はつぎのとおりである O

111木忠尚tf~ 1 J~1: 

W n J戸
w岡 市 日刊行一，

杉IUif

2-1-・G

4~6 巽t~~-- n~ ， 

/伊奈良市教育委只¥fω|イINJi:(".:>G ::( ~~ ~II~ f(;: ~Iil ~ J-~ ) 
¥ 会文化財課長 / 

ギ-7永省三，3 

光谷拓実4 

a JV J;τ: 
第 V J;'i: 

有命

英文要旨

j立柑J・造物の写真撮影は八幡扶桑 ・イ同幹雄が，木質遺物の樹種鑑定は光谷拓実が行なった。

木書の編集は，岡田英男の指導のもと山本忠尚が担当し，石川千恵子が助力したO また，図

両行f書はそれぞれ執筆担当者が分担し，上野雄一 (千葉大学大学院生)・林利治(奈良大学 OB)

の補助があった。
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